
1

小坂狷二が
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概要

・ 小坂狷二(おさか・けんじ. 1888～
1969)は1919年末に日本エスペラン
ト学会(JEI)を創立する動きの中心に
なった。2019年のこの日本大会が
「JEI創立100周年記念」と銘打ってい
るのはここから起算している。

・ 小坂のエスペラントへの貢献は運動
と著述の二つの分野を挙げることがで
きる。
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概要

・ 運動面での功績は、JEIという組織を作り、その周辺に
人を育て、それによって日本でのエスペラント言語共同体
を持続可能で実質あるものにしたところにある。

・ 著述としては独習書・教科書類と語学論考が挙げられる。
教材は多くの人を導いたが、時代の中で実用性は失われ
ている。語学論考は、考え方は参考になる点が多いので、
現代風にアレンジできればよいのだが…
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２． 人物像

小坂狷二は、エスペラント発表の翌年の
1888年5月に東京で生まれ、1969年8月に没。

職業軍人の道から進路を変更。一高を経て
東大工学部に学ぶ。卒業後、鉄道院(のち鉄道
省)に就職し、客車の設計などを担当。東京鉄
道局工作課長に進み、のち関連企業で取締役
技師長に迎えられ、神奈川大学工学部で教鞭
を執った。専門書も著した。技術畑として順調な
経歴をたどったと言える。

鉄道史学会編『鉄道史人物事典』(2013)に
取り上げられている。
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2. 人物像

エスペラントへの貢献は、本職である鉄道分野の経歴
の傍らに行われたのだが、むしろエスペラント運動に一生
を捧げたと言っても過言ではない。

18歳の1906年に、二葉亭四迷『世界語エスペラント』
でエスペラントを独習した、日本最初期のエスぺランティス
トの一人。当初は居住地の横須賀や東京の日本エスペラ
ント協会(JEA)で活動。JEAの改革のため1919年末に日
本エスペラント学会を創立する動きの中心になった。
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2. 人物像

JEIは1926年に財団法人化し、日本のエスペラント運
動の中心になる。その後、直接の運営は三石五六、岡本
好次、三宅史平らが担ったが、小坂の大きな影響力は晩
年まで続いた。周囲から「日本エスペラント運動の父」と称
されたほどである。

1938年の第26回日本大会(名古屋)で、小坂の生誕
50年を記念して、顕著な活動をしたエスペランチストに贈
られる「小坂賞」が制定され、今日に至っている。

その死が、「JEI創立50周年記念」をうたった第56回日
本大会（東京・日本青年館）の開催から一週間もたってい
なかったことは正に象徴的だ。
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２． 人物像

過去を知ることは、現在をより深く理解することにつな
がり、さらに未来への土台になる。

小坂は、JEI創立100周年記念のこの日本大会で改め
て取り上げるのにふさわしい人物である。小坂のエスペラ
ントへの貢献はいくつかの分野にわたっているが、運動と
著述の二つを取り上げるのが適切だろう。
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３． 運動面 JEI創設

運動面での小坂の大きな功績は、JEIという組織を作り、
その周辺に人を育て、つながりを作ることをうながし、それ
によって日本でのエスペラント言語共同体を持続可能で
実質あるものにしたところにある。

背景として：

1906年に創立されたJEAは興隆、衰退、復活の道を
たどった。中心人物は国史学者で東大教授になる黒板勝
美。
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３． 運動面

黒板勝美
(1874～1946)

1906年、JEA創立。

1908～10年の欧米

出張中に米国、フランス、

イギリスなどで

エスペラントで交流。

1908年、新村出とともに

第4回UK（ドレスデン）参加。発言要旨が大会報告書に。



10

３． 運動面 JEI創設

幹事長黒板勝美の尽力は大きかったが、その専権的な
運営の弊害、特に会計の杜撰さが露呈してくる。印刷所と
のトラブルで雑誌の発行にも支障が出ていた。

1919年12月、千布利雄の意見もあって、小坂は藤沢
親雄、浅井恵倫らと改革のためにJEIを立ち上げることに
した。クーデターともいえるが、黒板との関係悪化も避け
つつ、比較的スムーズな移行を行うことに成功した。
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３． 運動面 JEI創設

JEIには長と名の
つく役職を置かず、
委員の合議で運営
することになった。小
坂の案と考えられて
いる。藤沢、川原次
吉郎、大井学、松崎
克己らの東京の若
手が主にそれにあ
たった。
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３． 運動面 JEI創設

一方で、小坂は大きな個
人的負担も負った。

新婚間もない自宅の一
室をJEI事務所として提供
し 、 創 刊 し た 雑 誌 La
Revuo Orienta (RO)の
編集から発送などの会の
雑務もしばらくの間は小坂
および家族の無償奉仕で
まかなった。
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３． 運動面
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３． 運動面 JEI運営

JEIは1926年に財団法人化し、
自前の事務所を構えるようになって、
日本のエスペラント運動の中心にな
る。

その後、戦争の時代をはさみなが
ら、直接の運営は三石五六、岡本好
次、三宅史平らが担ったが、小坂の
大きな影響力は晩年まで続いた。小
坂はザメンホフの思想に心酔してお
り、自ら献身的な働きをしたことはそ
の現われであっただろう。 三宅史平
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３． 運動面 JEI

人望もあって、周りに集まった人たちから大いに敬愛さ
れた。

その間、1938年の第26回日本大会(名古屋)で、本人
は辞退したが、小坂の生誕50年を記念して、顕著な活動
をしたエスペランチストに贈られる「小坂賞」が設定され、
今日に至っている。
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３． 運動面 小坂批判

もっとも、小坂が組織者として完全無欠だったわけでは
ない。小坂の没後2か月で開かれた追悼集会では「過去
のエスペラント運動への批判」が言及された。

朝日賀昇は小坂の生誕100周年を記念する「小特集・
小坂狷二」(RO 1989.1)の記事で、「きわめて素朴な
ヒューマニスト」としての小坂の「思想的な弱点」を中心に
組織者としての無能性を指摘し、とりわけ関西連盟
(KLEG)との一本化ができなかったことを残念な点の一つ
に挙げた。
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３．柳田國男の発言
RO 1926.10

第14回日本エスペラント大会

9.24-26 於東京市青山 日本青年館

…次いで柳田國男氏登壇議長就任の

挨拶をせられ議長席につかる。…こゝで

柳田名議長はこれらをうまくさばいて次の

やうな決議をすることを満場にとうて満場

一致で可決して紛糾した問題は解決した。

19時過やつと食卓の用意ができたので

一同着席食事が始まり杯の数を重ねるに随つてエスペラントの雰囲気が濃
密の度をましてくる。…次いで柳田國男氏が立つて日本の同志の大同団結
を慫慂された。
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３．柳田國男の発言

柳田の意図は明確には分からないが、当時のエスペラ
ント界に結束が足りないと見えたのだろう。百花斉放は一
面で羨ましくもあり、言語運動としてのエスペラントにどの
ような組織形態や運営がふさわしいのかも評価は難しい。
JEIが小坂の意思だけで動いていたわけでもない。

とはいえ、千布や梶弘和に十分な活躍の場を提供する
ことがJEIにはできなかったことは指摘できるだろう。
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３． 著述

小坂の組織面での活動が高い語学力に裏打ちされて
いたことは強調しなければならない。彼は独学でエスペラ
ントの語学力を身につけた。

1925年9月から1927年12月まで2年以上というかな
り長い期間、彼は在外研究員として欧米に派遣された。そ
の機会をエスペラントのためにも使い、北米大会(フィラデ
ルフィア)や第19回世界大会(ダンチヒ)に参加したほか、
各地でエスぺランティストと交流して、その様子をROに報
告している。



20

３． 著述
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３． 著述

『エスペラント捷径』(1927)、
『小坂エスペラント講座』(1954)に
代表される独習書・教科書類は、日
本での代表的なエスペラント教材と
してそれぞれ版を重ね、多くのエス
ペランティストがその恩恵を受けた。
ただ、時代の流れの中で、実用的
な価値が失われてしまっていること
は否めない。
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３． 著述

一見すると『エスペラント前置詞略
解』(1943)に代表される語学論考も
同様に古びてしまったように思えるか
もしれない。漢字の字体や表現全般
など外形的にはそうではあるが、そ
の精神はそうではない。前置詞をは
じめ「助辞」(品詞語尾のない単語)を
重視すること、より一般化すれば、エ
スペラントの語法のレパートリーを広
げて表現力を高めようという姿勢は、
今でも見習って参考にできる点が多
い。
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３． 著述

小坂は、1908年ごろ正則英語学校
で斎藤秀三郎の教えを受け、その英語
研究から大きな影響を受けていた。
『前置詞略解』にもそれが現れている。

斎藤は当時英語の達人と称された
ばかりでなく、その英語辞典や英文法
書には今でもファンがいて、新版が刊
行されている。小坂の論考の多くがRO

に掲載されたまま埋もれているのは惜
しい。現代風にアレンジして蘇らせるこ
とができればよいのだが。
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小坂狷二が遺したもの 後藤 斉

ご清聴

ありがとうございました。


